
  

 

 

 

 

 

 

皆さんの館では、健康医療情報コーナーを十分に活かせていますか？利

用者の方から専門的な質問をされて困った経験はないですか？このフォ

ーラムでは、各地で行なわれている図書館－医療・福祉機関の連携の好事

例をご紹介します。 

いずれも大々的なプロジェクトではなく、それぞれの機関の日常の実践

を、市内の他の機関との協力の中で実施するだけで、こんな形にできた！

という身近な取り組みをご紹介します。 

【⽇時】2016 年 11⽉ 9⽇(水)10:00〜11:30  

【会場】パシフィコ横浜 横浜市西区みなとみらい 1-1-1 

    図書館総合展 第 2 会場 

【定員】200 名 

【参加申込】図書館総合展ウェブサイトから

（https://www.libraryfair.jp/forum） 

【関連企画】展示会場 小間番号 C-8 展示 

 

 

 

 

医療機関 

【主催】図書館総合展運営委員会 

【協力】国⽴がん研究センター科学技術コミュニケーション推進事業機関連携推進ネットワーク形成型「継続

的なワークショップ運営による情報弱者向けがん情報ツールの作成と普及」事業班 

図書館 点字図書館 



 

 

  

地域での医療･健康情報の提供と支援を充実させるため、 

     図書館と医療関係機関の連携について考えます。 
 

・福岡県での取組  ・大分県での取組  ・神奈川県での取組  

「がんの情報を得られる地域づくりの第一歩」 

【⽇時】平成２８年 11⽉ 28⽇（月）受付開始：12 時 30 分 

13:00〜16:30  （情報交換会【参加・退席自由、茶菓付】16:40～17:40） 

【会場】大分県⽴図書館 大分県大分市王子西町 14 番 1 号  

【募集対象】公共図書館、医療および行政関係者 100 名程度 

【参加費】無料 

【参加申込】がん情報サービスをご覧ください（http://ganjoho.jp） 

 

 

 

【⽇時】平成 29 年 1⽉ 23⽇（月）13:00〜16:30 

【募集対象】公共図書館、医療および行政関係者 100 名程度 

詳細は後日がん情報サービス（http://ganjoho.jp）よりご案内します。 

 

(第２弾 in 大分) 

(第 3 弾 in 盛岡) 

国⽴がん研究センター科学技術コミュニケーション推進事業機関連携推進ネットワーク形成型 

「継続的なワークショップ運営による情報弱者向けがん情報ツールの作成と普及」事業班主催事業 


